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通学路安全確保の取組について 

 

１ 学務課で実施している取組 

 (1) 通学路の見守り活動   令和２年度予算額：549万 5,000円 

  ○概要 

   市立小学校では，教職員をはじめ，保護者・地域の方を中心に登下校の見守り活動を実施 

   学校・地域による見守り活動の補完として，業務委託により見守り員を配置 

  ○令和元年度 取組実績 

   引き続き，市立小学校４校の通学路に見守り員を配置 

  ○実施事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 通学路標示板の設置   令和２年度予算額：14 万 3,000 円 

  ○概要 

   市立小学校通学路上の電柱に，車両や歩行者等に対する注意喚起として「通学路標示板」を設置 

  ○令和元年度 取組実績 

   調布市受動喫煙防止条例の施行に伴い，市立小学校通学路における子どもの受動喫煙防止を周

知・啓発するため，「通学路標示板」のデザインを刷新し，市内 1,676箇所を更新 

  ○実施事例 

        

【路上等喫煙禁止区域】    【その他の通学路上】 

  

【柴崎駅東側踏切での見守り活動の様子】 

資料 
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 (3) 通学路図の作成・配布  令和２年度予算額：80 万 8,000 円 

  ○概要 

   毎年，市立小学校通学路上の交通安全面・防犯面の観点からの注意箇所を記載した地図を作成 

   新入学児童の保護者を対象として，各小学校の保護者説明会で配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 通学路防犯カメラの設置・維持管理  令和２年度予算額：1,138万 2,000円 

  ○概要 ※運用詳細は別紙１参照 

   平成 27年度から，学校・地域が行う通学路の見守り活動を補完するため，市立小学校通学路

を撮影する防犯カメラを設置 

   併せて，設置箇所周辺の電柱に防犯カメラが設置されている区域であることを表示する「啓発

用巻き看板」を設置 

  ○令和元年度 取組実績 ※設置箇所は別紙２参照 

   市立小学校全校の通学路上の電柱に 20台の防犯カメラを設置（各校１台） 

   平成 27年度～令和元年度（５年間）で合計 120台設置 

  ○実施事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【啓発用巻き看板設置事例】        【防犯カメラ設置事例】 

  

【深大寺小学校の通学路図】 
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 (5) 通学路合同点検の実施 

  ○概要 

   平成 24年度以降，毎年，道路管理課・調布警察署・市立小学校・学務課合同で，通学路を交通

安全面・防犯面の観点から点検 

  ○令和元年度 取組実績 

   合同点検実施箇所 ６校 24箇所（うち対策実施箇所 20箇所） 

  ○実施事例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 調布市公立ＰＴＡ連合会の通学路に関する環境改善要望 

  ○概要 

   調布市公立学校ＰＴＡ連合会から教育委員会に対して，市立小学校通学路において，特定の

時間帯に交通量が多い場所や歩道が狭い場所，見通しが悪い場所など，改善が必要と思われる

箇所についての要望書を提出 

   市立小学校通学路周辺の環境整備については，各担当部署と連携を図り，可能な対策を実施 

  ○令和元年度 取組実績 

   環境要望件数 44件（うち対策実施件数 27 件） 

  ○実施事例（過去の事例） 

   

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 (7) 登下校時の児童生徒の集合場所の点検 

  ○概要 

   令和元年５月に神奈川県川崎市で発生した登校中の児童等の殺傷事件を受け，集団登下校におけ

る集合場所や，通学路圏内の交差点等の子供が集団で留まる場所を対象に，安全対策の有無につい

て調査・点検を実施 

  ○令和元年度 取組実績 

   文部科学省が単年度調査として実施，市立小・中学校全校へ照会 

  ○対象箇所 ※全ての箇所で防犯面の問題がないことを確認済 

   小学校 16校 40箇所 

   中学校  7校 15箇所 

【信号機を歩車分離式に改善した事例】 

【歩道をカラー舗装化した事例】 

小学校校門前を通行する児童と車両の接触を

なくすため，歩道をグリーンベルト舗装 

【ガードレールの代替としてカラー舗装化した事例】 
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 (8) 倒壊の危険性のあるブロック塀への対策 

  ○概要 

   平成 30 年６月に発生した大阪北部地震により，児童が倒壊したブロック塀の下敷きになり死亡

した事故を受け，通学路上の危険なブロック塀の調査を実施 

   当該校と安全対策を検討し，児童への指導や通学路の廃止など可能な対策を実施 

  ○令和元年度 取組実績 

   児童の安全確保のため，引き続き，下記の対応を実施 

   ア 対象ブロック塀周辺の通学路を廃止 

   イ 建築指導課と対象ブロック塀の所有者宅へ個別訪問し，調布市倒壊ブロック塀等撤去費助成

制度の活用を案内 

   ウ 学校に対し，ブロック塀に注意して通学するよう児童へ指導依頼 

  ○対象箇所 

   調査把握箇所 16校 29箇所（うち通学路廃止等対策済の箇所 18箇所） 

 

 

２ 社会教育課で実施している取組 

 (1) 「こどもの家」の登録 

  ○概要 

   子どもが登下校中や外で遊んでいるときに， 

   不審者や変質者等に声をかけられたり， 

   犯罪行為に巻き込まれそうになった際の緊急避難場所として， 

   小学校通学路を中心とした地域の協力者の自宅・事業所等を登録 

  ○令和元年度 取組実績 

   ＰＴＡ活動の一環として，各小学校ＰＴＡが手続きを行うため， 

   ＰＴＡ担当者向けに説明会を実施し，黄色のプレート等を配布 

  ○登録箇所 

   2,815箇所（令和２年６月時点） 

 

 

３ その他市長部局等で実施している取組 

 (1) 総務部 総合防災安全課 

  ア 防犯ブザーの配布 

  イ 防災行政無線による児童下校時間の放送 

  ウ 子ども安全・安心パトロールの実施 

 (2) 子ども生活部 児童青少年課 

  ア 学童クラブ・ユーフォーの見守り対応 

  イ ユーフォー入退室管理システムの導入・運用 

 (3) 都市整備部 交通対策課 

   小学校新入生 交通安全帽・ランドセルカバー等の配布 

 (4) 調布警察署 

   自転車交通安全教室の実施（交通対策課と共同で実施） 

【設置プレート】 

【パトロール体制】 


